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研究成果の概要（和文）：情報を鵜呑みにせず批判的に捉え，その真偽を検討する能力,批判的

思考力の育成は喫緊の課題である.本研究ではメディア利用における批判的思考力にはメディ

ア認知（メディアの信頼性，速報性，簡便性，嗜好性の知覚）が影響を及ぼしているという実

証的研究の知見を踏まえ，学習者一人一人がメディアをどう認知しているかを可視化し,実際の

メディア利用と比較する教育プログラムと,その効果を測定するための尺度を開発した. 
 
研究成果の概要（英文）： 
The development of Critical Viewing Skills (CVS)—the ability to make judgments 
about the reliability, bias and accuracy of information—has been considered to be a 
crucial factor in media education. The authors created visual representations of how 
individual students perceive media based on empirical research findings that media 
awareness (i.e., the perception of the reliability, timeliness, ease-of-use and 
palatability of media) affects CVS in media utilization, and then developed an 
education program that compares these perceptions to actual media utilization, and 
developed a scale for measuring these results. 
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１．研究開始当初の背景 
情報を鵜呑みにせず批判的に捉え，その真

偽を検討する能力はクリティカルシンキン
グや批判的思考力と呼ばれ，その育成が急務
である.批判的思考力は 1930 年代のアメリカ
の国語や社会科で注目され，グレーザーによ
れば 「物事をじっくり考えようとする態度，

論理的な探究や推論の方法に関する知識や
論 理 的 に 推 論 す る 技 能 」 を 指 す
（Glaser,1941） .Beyer(1985)は ,Dressel & 
Mayhew(1954)や Ennis(1962）など過去の主
要な批判的思考力の定義を整理して「情報や
主張の信憑性や正確さ,価値を決定する過程」
とまとめている.Smith(1995)は「証拠を集め，
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代替案を慎重に評価して結論に達すること
により，先入観を排除する，論理的で合理的
な過程」が批判的思考力だと述べている.批判
的思考力は我が国でいう論理的思考に近い
概念である(井上 1989).欧米においては批判
的思考力のテストは多数存在するが，こうし
た経緯から論理的に妥当な判断を下す態度
や技能を測定するものが多い.よく知られて
いる Watson-Glaser のテストは，推論課題，
演繹的推論課題，議論評価課題等で構成され,
久原ら(1993)によって紹介されている.態度
尺度の代表はカリフォルニア批判的思考態
度尺度（Facione&Facione,1992）があり,知
的好奇心,開かれた心など７因子から構成さ
れ定量的な把握が可能である. 
メディアからの情報を鵜呑みにせず，その

真偽を検討する際にも，こうした論理的な思
考を基盤とした批判的思考力は必要である.
インターネットの情報が正しいかどうかを
確認するための決定的な方法はなく，バッキ
ンガムは匿名アクセスというインターネッ
トの特徴による偽情報の流布の可能性や情
報の信頼性を確保するための裏付け情報の
必要性を子どもに教える必要性を強調する
(Buckingham, 2003).マスターマンはメディ
アからの情報を自分のイメージに偏った読
み解きをせず，客観視することの必要性を挙
げ(Masterman,1995)，クリストは批判的分
析 を 身 に つ け る こ と を 提 唱 す る
(Christ,1997).こうした流れを汲むメディア
リテラシー実践では，テレビやコマーシャル
を分析し，メディアが送り手の意図に基づい
て構成されていることを知ることを重視す
る（鈴木,2000 ら）. 
しかし，論理的思考を基盤とする批判的思

考力だけで十分でない.なぜなら高度情報通
信社会においては多様なメディアが存在す
るので，「新聞を読むかインターネットで見
るか」というメディア選択の段階で，既に批
判的思考力を発揮しなくてはならず，そこに
は,メディア認知が大きく影響していると考
えるからである.メディア研究を総括しクラ
ークは人々のメディアに対する性格や思い
こみについて目を向けるべきであると提唱
した (Clark,1983) . サロモン (1984), 佐賀
(1988)らはメディアに対する好みや難しさの
知覚が学習成果に影響を及ぼすことを見い
だした.メディアの利用経験が豊富な子ども
はメディアの特性をより明瞭に峻別でき，好
むメディアは難しくなく，有用であると知覚
す る (Ikuta& Gotoh2001,Ikuta & 
Gotoh2002).メディアの選択には，こうした
メディア認知が無意識のうちに関与してお
り，メディア利用という状況に固有な批判的
思考力育成における課題と考えられる. 
メディア認知と批判的思考力の関係につ

いては理念レベルでは以前から指摘されて

おり，批判的思考力とメディア特性の理解を
セットに考える研究は多い(坂元,1986; 山内
2003).連合王国教育省は自分自身のメディア
の選択や利用について，なぜそのメディアを
活用したのかを，メディアの特性を踏まえて
合理的に説明できることが批判的思考力で
あると指摘する（DCMS2001). 
しかし，こうしたメディア認知と批判的思

考力の関連は理念レベルで語られるのに留
まり，定量的な測定と分析に基づく実証的な
研究により相互の関係を明らかにすること
は行われてこなかった.これは尺度開発とも
関係しており，論理的思考に基づく批判的思
考力の評価は豊富な評価尺度に基づいて行
われるのに対して，メディアに対する批判的
思考力の評価にはそうした評価尺度が整備
されておらず，情報教育や情報モラル教育を
含め，個別的な事例報告や印象の記述に終わ
る場合が多い.批判的思考力評価尺度を流用
する研究（Ruminski & Hanks,1997)もある
が，測定されているのは論理的思考である. 
筆者らは既存の批判的思考力尺度や Ennis

らの見解に加え,図書館情報学の知見を Web
情報評価に応用した尺度 (Alexander & 
Tate,1999;鷲見・四谷,2004)を参考に，新た
な尺度を開発した（後藤 2005,Gotoh2005）.
尺度は Web に掲載されている情報の信頼性
を確かめるために「どのような情報（内容）」
を「どのような情報源（方法）」で収集した
らよいか自由記述させ，記述のカテゴリー分
析により判定するものある.因果推論により,
メディア認知が批判的思考力に影響を及ぼ
している可能性が示唆された（Gotoh,2005; 
Gotoh & Ikuta, 2006; 後藤 2006）.しかし，
作成済みの尺度は 4 段階での粗い評価しか対
応しておらず，カテゴリーが複雑であるため
実用的とは言えない.また，メディア認知が批
判的思考に影響を及ぼしている考えられる
ものの，この関係を利用した批判的思考力を
育成プログラムは開発されていない. 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的はメディア認知（メディアに
対する信頼性，速報性，簡便性，嗜好性の知
覚）が批判的思考力に影響を及ぼしていると
いう実証的研究の知見を踏まえ，メディア認
知の意識化により，批判的思考力を育成しう
る教育プログラムを開発することである.具
体的には次の 2 点である. 
 ① 批判的思考技能尺度を改善し，より精

密で，信頼性の高い批判的思考力測定の
手法を開発する. 

 ② 個々の学習者にメディア認知を可視
化し意識化させる手法を開発する. 

③ メディア認知の意識化に基づいて自
己のメディア利用をリフレクションす
る手法を開発する. 



 

 

３．研究の方法 
(1)批判的思考尺度の改善 
 開発済みの批判的思考力尺度の利便性を
高めるため，多重応答分析を用いて学習者を
プロットする手法を開発する. 
更に，信頼性を高めるため，複数の評価者

による評価の一致度を検討し，尺度の信頼性
を高める.  
(2) メディア認知の可視化 
メディア認知を可視化する手法として，

AHP （Analytic Hierarchy Process：階層分
析法）を利用し，速報性,簡便性,信頼性,嗜
好性,検索可能性といったメディア特性を
個々の学習者がどのように認知しているか
可視化する. 
(3) 日々のメディア利用に基づく省察 
可視化されたメディア認知と，日々のメデ

ィア利用の記録を用い，自らのメディア利用
を省察させる手法を試行し，評価・改善する. 
 
４．研究成果 
(1) 批判的思考尺度の改善 
①15 カテゴリーの多重対応分析による事
前・事後のプロット 
開発済みの批判的思考力尺度（後藤 2007）

は，15 のサブカテゴリーの組み合わせによっ
て 4 段階に評価する仕組みであるが，4 段階
では粗く，事前事後で用いることは難しい. 

そこで，事前事後テストで用いるため
に,2005 年 6 月に得た小学生から大学生まで
の 1775名のデータを用いた再検討を行った.
具体的には，15 のサブカテゴリーに対する判
定を多重対応分析（質問に対する回答のパタ
ーンに注目し，パターンの類似性で回答者を
分類する手法）を用いて分析した.図１は，
事前と事後のある学習者の変化を示したも
のである.これにより，事前・事後評価に利
用できる可能性が示された. 
 

図 1．事前事後のプロット例 

 
図１は 3次元解のうち第１次元と第 2次元

を用いて示したものである.当初，方法次元
と内容次元の 2次元解を採用することを想定
したが，実際に解析を行ってみると，イナー
シャの寄与率と解釈可能性から 3次元解を採
用した.普及を考えると 2次元解が望ましい. 
また，15 カテゴリーの評価の信頼性を確認

するため，2009 年に 25 名の現職教員に実際
に批判的思考力尺度による評価を試行して
もらった.結果として，評価者によって解釈
や評価が分かれるサブカテゴリーが指摘さ
れ，より簡略化したり，カテゴリーの意味を
明瞭に示したりする改善の必要性が指摘さ
れた. 
 
②6 カテゴリーによるコレスポンデンス分析 
による事前・事後のプロット 
15 カテゴリーによる手法では信頼性及び

利便性において問題があったことから，「信
頼できる情報源の利用（方法）」「情報の正確
さを確かめるために必要な情報（内容）」「一
般的批判的思考」各 2ずつの 6カテゴリーに
簡略化した.この尺度を用いてメディアリテ
ラシー教育実践を受講した大学生の事前事
後を比較した. 
結果として,事後において適切な方法や内

容を記述できるだけでなく,コレスポンデン
ス分析によって内容×方法の２次元上に学
習者が布置され,視覚的にも把握しやすくな
ることが分かった（図 2）. 

 
図 2．事前事後のプロット例 

 
③4×4マトリックスによる評価 
以上から，記述内容のカテゴリーを用いて

内容と方法の次元で学習者をプロットし，表
現できること，これを用いて事前事後の変化
をこれまでの 4段階よりもきめ細かく把握で
きることが明らかになった. 
しかし，本手法を用いるためには得られた

データをコレスポンデンス分析が可能な統
計パッケージにかける必要がある.精密な評
価・検討を行うにはよいが，教育現場で実際
利用することを考えればこの際最初から方



 

 

法次元と内容次元で評価しても，基準が明瞭
なのであればよいのではないか，と考えた.
これは，パフォーマンス評価におけるルブリ
ックに近い.そこで，方法次元で 4 段階,内容
次元で 4 段階のルブリックで評定し,4×4 の
マトリックス（表１）で評価する簡便法を考
案した. 
３名の現職教員から別々に評価してもら

い,一致度を手がかりとして尺度を改善した.
ケンドールの一致係数を算出したところ，内
容 W=.82,方法 W=.73 であり，三者の評定は高
い一致度を示していることが示唆された. 

表 1．4×4マトリックスのルブリック 
 
この 4×4 マトリックス版の批判的思考尺

度について，教師間の一致度の確認，一致度
が低いルブリックの内容の調整を行い，学習
者自身による自己評価及び事前・事後で利用
できるように整備を行った. 
 
(2)メディア認知の可視化 
メディアの特性は，これまで「本や新聞は

信頼性が高いが，インターネットは低い」な
ど行った具合に比較的単純化してと捉えら
れることが多かったが，情報通信技術の進展
により,こうした状況はさらに複雑となって
いる.例えば，新聞紙面そのものを Web で閲
覧できるようになったり,信頼できる情報源
から各種データが Webで公開されたりするよ
うになり,「新聞は Web より信頼性が高い」
とか「Web の情報は信頼性が低い」といった
一般論が成り立たなくなっているからであ
る.メディア利用の目的によって,そこで語
られるメディアの姿,特性が異なってくると
考えるほうがより実態に即している. 
そこで，メディア特性を速報性,簡便性,信

頼性,嗜好性,検索可能性と定義し,「仕事や
学習のために必要な最新の情報を集めるた
め」に Web,図書,テレビ,新聞,Twitter & 
Facebookをどう利用すべきかをAHPを用いて
評価させた.AHP は,目的に至るプロセスを階
層構造に分け,この階層のそれぞれにおいて
経験や勘による評価を行い,それを数学的に

処理することによって偏った主観に陥るこ
とのない総合的判断を行う手法である（図
3）. 
 

図 3．階層図 
 
大学生 73 名のデータを分析した結果,「も

っとも総合評価が高いのが Web であり,検索
可能性,簡便性,速報性の寄与が大きい.Web
は情報が新しく情報が得やすく,検索は他の
メディアを圧倒しているメディアと見なさ
れている.他との比較では嗜好性が高めであ
るが,信頼性は Twitter & Facebook とならび
低い」「新聞は信頼性が大きく寄与しており,
図書と並んで信頼性の高いメディアと見な
されている.その一方で他の構成要素での評
価は低い.速報性は Web,テレビ, Twitter & 
Facebook ほどではない.簡便性も低い」とい
った具合に，メディア認知を可視化すること
ができることが示唆された（図 4）. 

 
図 4.総合評価 

 
(3)日々のメディア利用に基づく省察 
メディア認知の意識化の試行として授業

日記法(浅田,1998)と生活時間調査(NHK 放送
文化研究所,2007)を組み合わせたメディア
日記法，生田（2003）の絵画投影法を用いた
メディア態度による省察を試行した. 
 

①メディア日記法 
このメディア認知の意識化を開発済みの

批判的思考育成プログラムに組み入れ,1 群
事前事後テストデザインによる予備実践を
実施した.批判的思考力については批判的思
考力尺度の評価を,メディア認知の意識化に
ついては自由記述データを収集した.メディ
ア日記法を行うことによって学習者はイン

 

 評価 カテゴリー 文例 

内 容 

4 点 記述は具体的で、情報源の信

頼性を確認するための具体

的な情報を含む。 

医者の専門分野や業績、会社の以前の製品の

評判など 

3 点 記述が具体的だが、情報源の

信頼性を確認するための具

体的な情報を含まない。 

医師の詳しい情報、会社の詳しい情報など 

2 点 記述が曖昧で、質問の意図が

明確ではない。2 点 
医者について、会社について。 

1 点 記述できない 1 点 
 

（なし） 

方 
法 

4 記述は具体的で、信頼できる

複数の情報源の比較を含む。 
信頼できるレビューサイトをいくか比較す

る、公的機関や学会のサイトを確認するなど 
3 記述が具体的だが、複数の情

報源の比較を含まない。 
レビューサイトを確認するなど 

2 記述が曖昧で、方法選択の意

図が明確ではない。 
インターネット、本など 

1 記述できない 1 点 
 

（なし） 



 

 

ターネットへの依存や文字メディアに対す
る距離といった無意識の自己のメディア行
動を見直すことが示唆された. 
メディア日記法は，学習者が一定期間自ら

のメディアの接触時間と利用目的を記録し,
省察する方法である（図 5）. 

図 5．メディア日記法 
 
メディア日記法による省察の自由記述を

分析した結果，「文字メディアに消極的な学
習者ほど,文字メディアの接触の不足を指摘
する」といった具合に,期待する省察がなさ
れることが分かり,メディア日記法がメディ
ア認知の意識化の手法として利用できるこ
とが示唆された. 
 
②集計型メディア日記法 
 ①のメディア日記法について，記録するメ
ディアのタイプ，利用目的を精選し記録しや
すくすると共に，利用の傾向を学習者自身が
即座に把握できるようエクセルファイル上
に記録するほか，一日ごと・一週間ごとで振
り返りを行えるようにした.図 6 は，日々の
記録シートであり，利用目的・利用メディ
ア・利用時間を記入し，日々の振り返りが記
入できるようになっている. 

 
 図 6．集計型メディア日記（日々の記録） 
 
 これを集計し，一定期間ごとに利用したメ
ディア，利用した時間，目的を集計し，確認

しつつ，省察を行える機能を付加した.図７
の自己分析画面がそれである. 

図 7．集計型メディア日記（自己分析） 
 
（4）教育プログラムの実施と評価 
4×４マトリックスによる批判的思考評価，

AHP を用いたメディア認知の可視化と集計型
メディア日記とを用いた省察を組み入れた
教育パッケージの実証授業を，2012 年 2 月
26 日～3月 18 日 N大学の学生 73名を対象と
して実施した. 
 
① 4×４マトリックスによる批判的思考評
価について分析した.内容次元 4 点，方法次
元 4点と数値化し，合計点を批判的思考力得
点として対応のあるｔ検定を行ったところ，
事後の批判的思考力得点が有意に高かった. 
 
② 省察の内容の分析 
AHP によって可視化された自分のメディア

認知の解説と,それに基づいて「仕事や学習
のために必要な最新の情報を集めるため」に
メディアをどう利用するべきか立てた方針
と，実際のメディア日記に基づくメディア利
用を比較・検討させ，うまく実行できた点,
修正が必要な点をまとめさせた.自由記述を
見る限り，メディア認知に基づいてメディア
利用の方針を予め決定し,その方針と自らの
メディア行動を比較・検討していることが見
て取れ，自らのメディア行動を対象化してい
ることが示唆された. 
 

(5)成果まとめ 
本申請課題はメディア認知の意識化とい

う処遇が批判的思考力育成に及ぼす効果を
明らかにし，この関係を組み入れた批判的思
考力育成プログラムを開発した.本研究の具
体的な成果は，次の 3 点に集約できる. 
 
① 批判的思考力の評価手法の開発.主観的
な把握に留まりがちな批判的思考力評価

    月  日 0:00 1:00 2:00 4:00 5:00 6:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 主な目的（複数可） 

図書                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

新聞              20         ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

雑誌                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

その他活字                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

テレビ                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

携帯ワンセグ                10       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

BS                  60 60    ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

CS                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

DVD                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

その他映像                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

Web                  60 60    ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

ブログ                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

メーリングリスト                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

SNS                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

メール（携帯含む）                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

その他 Web                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

個人用オーディオ 
           

①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

ラジオ                       ①教養， ②学業， ③娯楽， ④交流， ⑤表現， ⑥ながら，⑦（       ） 

 



 

 

を定量的に行う一つの提案として，開発済
みの 15 カテゴリーに基づく多重対応分析
によるより精密な批判的思考力測定の手
法を開発した.具体的には 15カテゴリーに
基づく評価方法の発展として，複数の評価
者においても一致度が高く，学習者自身の
自己評価にも応用可能である.事前・事後
での利用も可能であり，実用的な尺度が開
発できた. 

② メディア認知の意識化手法の開発.メデ
ィア認知は学習者固有の経験や嗜好性に
基づく無意識の知である.理念レベルで語
られてきたメディア特性では「誰にとっ
て」は問題にならないが，メディア認知で
は「私にとって」メディアがどのようなも
のなのかが最重要である.このためには手
がかりとなる「自分のメディア認知を映す
鏡」を提供する必要がある.リフレクティ
ブな教師教育の研究成果等を活用し，メデ
ィア利用の方針を可視化する階層分析法
を組み合わせたリフレクション手法を開
発した. 

③ 教育プログラムの効果.学習者個々のメ
ディア接触を可視化する集計型メディア
日記法と， AHP を用いたメディア認知の意
識化手法を組み合わせた教育プログラム
は，批判的思考力を高める.  

 
開発した批判的思考力育成プログラムにつ
いては，申請時の計画の通り Web 上に公開し，
広く活用していただくとともに修正・改善を
行っていきたい. 
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